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量を測定した。上顎右側第 1 小臼歯を対象歯とし、頬側遊離歯肉縁より 3 ㎜根尖方向
の付着歯肉と第 1 、第 2 小臼歯間の歯間乳頭を測定部位とした。歯軸方向に一定の垂








歯肉は噛み締め開始時、5 ㎏では平均 2.6 ml/min/100g、最大噛み締め時では平均 
4.8ml/min/100gと、血流量に有意な減少がみられた（P<0.01）。また噛み締め解放時
の変化として、最大咬合時に平均 2.4 ml/min/100gの有意な血流量の上昇を認めた
（P<0.01）。以上の結果は強い噛み締めに伴う頬側付着歯肉の虚血は、歯根膜血管網と
の血液循環が関与している可能性が適切な方法により導き出された明快な結果であ
る。 
 
考察：噛み締め解放により認められた反応性充血は、歯間乳頭においては速やかな再
灌流により組織の血流を回復すると考えられる。しかし、付着歯肉においては微小循
環の減少により組織障害につながる可能性見出した点は高く評価できる。今後、基礎
研究としては矯正圧と歯周組織血流の関連性を検索すると同時に臨床診断に向けての
検討に発展して頂きたいと考えている。 
 
総括：本審査委員会は、論文内容および関連事項に関して、口頭試問を行ったところ
十分な回答が得られることを確認した。さらに咬合圧と微小循環における新しい知見
とその手法を応用した新しい診断法は、今後の歯科医療拡大への貢献が期待でき、矯
正歯科医療の発展につながるとの結論に至った。そこで、本審査委員会は申請者の博
士論文が博士（臨床歯学）の学位に十分に値するものと認めた。 
